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　我が子の思い。「私は中学校に入った時、学校にずっと行くと心に強く誓ったはずなの
に、負けてしまいました。年上の男子に恐怖心があり、年
上がもっと大きく見える中学校が怖かったです。小6の時に
遅れた勉強への不安もありました。毎日、親に学校に行け
と言われ苦しかったです」

　私たちは大変なショックを受けて落ち込みました。とにかく学校に行ってほしい。学校
に行かなければ高校にも大学にも行けない。この子の将来はどうなるのか、成績なんか
どうでもいい。どうしたら学校に行くことが出来るのか、行ってほしいという思いが子ど
もを追い込んでいきました。「行かなくてもいいよ、少し休みなさい」と言えば子どもは
元気になる。元気になると、もう行けるのではないかと登校指導をする。「原因は何か」
と聞いても話してくれない。我が子が何を考え、悩んでいるかわからず、子どもとの関
係がどんどん悪くなって行きました。

　高垣忠一郎先生の講演が始まりました。「みなさんは随分悩まれていると思いますが、
一番苦しんでいるのはお子さんです」私はこの言葉にハッとしました。私たちより子ども
は何十倍も苦しんでいるのだ、というのが事実だということ。更に続けて「皆さんのお
子さんは長い間のストレスで、悩み苦しみが積もり積もって電話帳のように厚くなってい
ます。この一枚一枚めくって取り除けば必ず回復します。子どもを信頼し、一緒に頑張っ
ていきましょう。回復されたお子さんは、人間的にも素晴らしいお子さんに成長されます
よ」と。
　本当に元気をもらいました。何から手をつけて良いかわかりませんでしたが、はっきり
しているのは私たち親が変わらないと子どもは回復し
ないと思いました。こうして私たちの登校拒否を克服
するとりくみが始まりました。
　次回は、回復するためには「道すじ」があり、親が
最大の援助者ということについてお話します。

3

この時「登校拒否を克服する会主催の交流会」に、
夫婦で参加しました。（今から30数年前）

登校拒否になった我が子の思いに、ショックを受けました。

私の子どもは、登校拒否だった!

NPO法人おおさか教育相談研究所 山田 道弘

　西成エリアでは、毎年9月9

日は憲法9条を守る日として平

和の鐘つきをしています。今

年も小雨模様の中、正圓寺

（聖天さん）に18名が集まり、9時9分9秒から鐘をつき始め

ました。全員がつき終わった後、憲法9条を読み合わせ、

改めてその内容を確認しました。

　参加者からは、「原爆の被爆者の平均年齢は84歳を超え、

語り継ぐことが喫緊の課題になっている」「台湾の緊張を高

めるような軍事に頼らず、対話をすることが平和をもたらす」

などの声がでました。

　午後からは西成区民センターで、原水禁世界大会報告会

が行なわれました。参加した石村さん、大谷さん、古川さん、

趙さんが世界大会の感想や、「黒い雨」に打たれながら被

爆者手帳が交付されない問題、ウクライナでの原爆使用の

危機の問題などが提起されました。出席者から、若い人た

ちが被爆者の声を聴き平和運動に取り組む姿勢を見て頼も

しいとの感想が聞かれました。

　最後は、毎月9日に天下茶屋駅で行っている9の日宣伝で

す。多くの方が今日の最後の締めくくりとして、駅前での憲

法改悪反対署名の訴えに参加しました。

平
和
の

鐘
つ
き

9
月
9
日西

成
エ
リ
ア

　住吉区役所から大阪城公園間での平和行進に看護スタッフとして参加

しました。住吉区、沢之町公園で出発式。コロナウイルス、雨天の影響

もあり30名程で行進スタート。道中いろいろなお話を聞きニュースなどで知

るだけではなく、実際に行動に移す大切さを実感することができました。

　最終的には80名程での行進となり、ゴールの大阪城公園へ。今回と

ても貴重な経験をさせていただきました。また機会があれば参加できればと

思っております。

原水爆禁止
国民平和大行進

西成民主診療所　看護師　中野 恵

2022年7月4日

9月9日の9の日宣伝

原水禁世界大会報告会

平和の鐘つき

9
条
の
読
み
合
わ
せ

記念撮影

教育相談申し込み
まずは、お電話にて申し込みください

電話受付▶火曜・金曜　午後2時～6時

〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町12-14 たかつビル2F
（後日、相談日時などをお知らせします）

06-6762-0232

教育相談おおさかくわしくは（ 感想などお便りとあわせてお寄せ下さい ） 編集委員会
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　毎週月曜日昼2時から1時間「健康いきいき体操」
を診療所が有った頃から始め、25年にもなります。
　指導されていた方が居なくなって、三好さん（理
事）が引き継ぐ形でもう22年にもなります。組合さ
ん共に歩んできました。
　多い時は20名をこえる方が参加しますが、この
日は13名が来られていました。
　体操中は真剣にされていますが、お話を聞かしていただく時には賑
やかにお話をしていただきました。「年を取ってもやれる」「適当な運
動になっている」「楽しみにしてここに来ている」「脚の痛みがなく
なった」「こむら返りがしなくなった」「家に帰ってもやっている」など
と口々にお話をして頂きました。
　この日は新しい方が9名が参加し「いままで2回しか休んでいない」
と言う人や、知人を誘って参加して
次代がだんだん代わって行ってい
るそうです。

　港エリアの磯路支部ではボッチャ班会が始まりまし
た。ボッチャはパラリンピックの正式種目にもなってい
て、青・赤のボールを投げ合い、的となる白いボールへい
かに近づけるかを競います。ただ近づけるだけでなく相
手のボールを邪魔したりするなど、カーリングに似て戦
略が重要なスポーツです。実際にやってみると「意外と転
がるな～」「うまいこと的に行かへんわ」等々と悪戦苦闘。
それでも徐々に慣れてきて、ボールが的の近くへ行くと
「キャー！」と歓声が上がります。組合員さ
んからは「最初はどうなんかなと思ってた
けどやってみたら楽しいわ」との感想が寄
せられました。長引くコロナ禍ですが新し
い班会のスタートに皆さんの笑顔が見ら
れました。

　いよいよ10月より生協強化月間がスタートです! 長引くコロナ禍ですが、工夫を重ねて
活動を継続したり、新しい取り組みや班会がスタートしています。各エリアでも様々な場
面で組合員さんが活発に動き出しています。ウォーキングやフードバンク、健康チャレン
ジに体操、バスツアーなど、生協でも多種多様な取り組みが行われています。「であい・ふれ
あい・ささえあい」を合言葉に、たくさんの新しい仲間を迎えましょう!

ボッチャ班会スタート

「
健
康
い
き
い
き
体
操
」続
け
て
い
ま
す

西成エリアでフードバンク
（食料の無料配布支援）に59人が来場

強化月間スタート!
～ 各エリアの様々なとりくみ ～

港　区

皆さんも一緒にやりましょう!

座りながらでもOKです表情は真剣そのもの

健
康
い
き
い
き
体
操

西成区　

大正区

　西成エリアでは7月24日、こつまの里駐車場にて、食料などの無料配布
支援を行いました。「コロナ禍」で生活が大変になった方々が増えているも
とで、子育て世代など地域の方々の「困った」に寄り添うことが大事と実行
委員会を立ち上げ4月から開催準備をしてきました。組合員さん・職員・パ
ルコープさんからたくさんの物資や募金を寄せていただきました。当日は

10時の開催前から来場者がこられ、お米・わかめご飯・やきのり・レトルト・缶詰・カップ麺・水・缶ジュー
ス・ティッシュなどの日用品など、用意した物資は11時半ごろには出尽くしました。 54人の方にご記入
いただいたアンケートでは20代～60代が29人、70代以上が24人。20代から
60代の29人の中で正社員4人、非正規が13人、無職が11人。国や行政に求め
ることは「コロナ対策」が22人、経済対策と貧困対策あわせて28人にのぼりま
した。来場者からは「また、支援をおこなってください、ありがとうございま
す」と感想がよせられました。次回も開催する方向で検討しています。
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◉
6
月
に
始
ま
っ
た
今
年
の
異
常
な
猛
暑
で
す
が
、

あ
と
も
う
少
し
の
我
慢
で
な
ん
と
か
乗
り
切
れ
そ
う

で
す
。 

 

大
正
区
　
ア
イ
コ
さ
ん

◉
集
団
登
校
し
て
い
た
あ
る
朝
、
頭
の
上
を
B
29
爆

撃
機
が
爆
音
を
轟
か
せ
て
雲
の
中
へ
消
え
て
行
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
今
年
で
七
十
七
年
。
私
は
そ

の
時
9
歳
で
し
た
。
今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
こ
っ
て
い
る

事
よ
り
も
、
も
っ
と
も
っ
と
大
き
な
悲
劇
が
日
本
に
も

あ
っ
た
事
は
終
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
今
の
平
和
の
尊
さ
と

幸
せ
に
感
謝
し
つ
つ
、
世
界
の
平
和
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

港
区
　
宮
崎
　
英
子
さ
ん

◉
嵐
山
の
紅
葉
は
見
事
な
ま
で
の「
真
っ
赤
」で
し
た
。

渡
月
橋
渡
っ
て
川
沿
い
か
ら
天
龍
寺
方
面
を
歩
い
て
い

る
間
の
、
ま
る
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
描
い
た
よ
う
な
情
景

に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
正
区
　
た
め
ぞ
ー
さ
ん

◉
紅
葉
の
名
所
は
ベ
タ
で
す
が
、
箕
面
の
滝
で
し
ょ
う

か
? 

紅
葉
を
観
る
と
言
う
よ
り
、
紅
葉
の
天
ぷ
ら
に

心
惹
か
れ
る
私
だ
っ
た
り
し
ま
す
が
。
夏
（
湖
水
浴
や

キ
ャ
ン
プ
）、
冬
（
ス
キ
ー
）
に
挟
ま
れ
て
、
あ
ま
り
秋
の

イ
ベ
ン
ト
し
て
な
か
っ
た
な
と
今
気
付
き
ま
し
た
。
　
｠
 

 

港
区
　
上
の
三
月
さ
ん

◉
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
は
大
阪
城
で
す
か
ね
。
大
阪
城
と

言
え
ば
桜
が
有
名
で
す
が
、
広
範
囲
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
紅
く
色
づ
い
た
紅
葉
も
良
い
で
す
よ
。 

 

港
区
　
ま
ぁ
ち
ゃ
ん
さ
ん

◉
お
す
す
め
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
は
、
天
守
閣
を
彩
る
黄

金
の
銀
杏
と
、
西
の
丸
庭
園
の
紅
の
紅
葉
は
秋
の
風
物

詩
と
い
え
ま
す
。
歴
史
建
造
物
と
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、

紅
葉
し
た
サ
ク
ラ
と
天
守
閣
の
コ
ラ
ボ
は
必
見
で
す
。

森
ノ
宮
駅
近
く
に
は
モ
ミ
ジ
も
あ
り
、
の
ん
び
り
歩
い

て
さ
わ
や
か
な
秋
を
体
感
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
お

す
す
め
で
す
。 

 

港
区
　
山
口
　
幸
弘
さ
ん

◉
猛
暑
の
中
、
秋
が
待
ち
遠
し
い
。
毎
年
紅
葉
は
箕
面

の
滝
散
策
。
路
店
を
横
目
に
、
落
差
33
m
の
滝
か
ら
流

れ
る
川
沿
い
を
、
紅
葉
を
見
な
が
ら
歩
く
爽
快
感
。
秋

の
味
覚
は
柿
、焼
き
栗
、紅
葉
揚
げ
等
が
大
好
き
で
す
。

皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
‼
 

 

港
区
　
岡
嵜
　
征
子
さ
ん

◉「
マ
マ
・
ち
ょ
こ
」
の
カ
プ
レ
ー
ゼ
風
が
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
い
つ
も
チ
ー
ズ
で
作
っ
て
い
ま
す
が
、

夏
に
ピ
ッ
タ
リ
の
ス
テ
キ
な
レ
シ
ピ
で
、
丁
度
タ
ン
パ

ク
質
を
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
、
ぜ
ひ
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

 

阿
倍
野
区
　
み
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん

◉
終
わ
ら
な
い
コ
ロ
ナ
。
新
生
児
が
い
る
我
が
家
で
は

こ
の
夏
ど
こ
に
も
出
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
! 

暑
さ
と
コ

ロ
ナ
に
負
け
ず
楽
し
み
ま
し
ょ
う
!!
 

 

大
正
区
　
ノ
ア
ノ
ア
さ
ん

◉
教
育
相
談
の
連
載
は
良
い
で
す
ね
。
大
、
小
織
り
ま

ぜ
て
お
願
い
し
ま
す
。 

 

西
成
区
　
姫
野
　
芳
子
さ
ん

◉
梅
雨
明
け
か
ら
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。
雨
が
降

れ
ば
、
離
れ
た
地
域
で
の
災
害
に
心
が
痛
み
ま
す
。
コ

ロ
ナ
患
者
が
増
え
続
け
て
、
不
安
な
日
本
…
。
核
戦
争

を
ス
ス
メ
よ
う
と
し
て
い
る
国
が
現
実
味
を
お
び
て
き

て
い
る
世
界
…
。
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
の
77
年
間
の

ア
ッ
ピ
ー
ル
が
伝
導
し
て
い
な
い
こ
と
が
悲
し
い
！
 

 

西
成
区
　
金
元
　
美
根
子
さ
ん

◉
今
年
の
夏
は
す
ご
く
暑
い
で
す
。
生
き
る
こ
と
は
、

気
力
・
努
力
が
大
事
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

港
区
　
打
越
　
節
子
さ
ん

◉
2
年
前
、
息
子
が
卓
球
で
大
阪
代
表
に
選
ば
れ
て

全
国
大
会
に
行
く
は
ず
が
、
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
り
ま

し
た
。
9
月
に
ま
た
、
ク
ラ
ブ
選
手
権
全
国
大
会
が
石

川
県
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
観
客
試
合
で
見
れ
ま

せ
ん
が
、
開
催
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

匿
名
希
望
さ
ん

◉
朝
か
ら
温
度
計
が
32
度
を
指
し
て
い
ま
す
。
ス
イ

カ
を
丸
ご
と
買
い
、
冷
や
し
て
か
ぶ
り
つ
く
こ
と
が
私

の
対
暑
法
で
す
。
お
や
つ
の
少
な
い
子
ど
も
の
頃
の
ス

イ
カ
は
最
高
で
し
た
。 

 

大
正
区
　
元
気
さ
ん

◉
こ
の
夏
は
淡
路
島
へ
家
族
旅
行
に
行
け
た
こ
と
が

1
番
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
ま
だ
ま
だ

心
配
で
す
が
、
家
族
の
思
い
出
作
り
も
必
要
な
の
で
、

ま
た
来
年
も
行
け
た
ら
い
い
な
ぁ
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

西
区
　
西
向
　
祐
子
さ
ん

◉
コ
ロ
ナ
の
第
7
波
で
、い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
影
響
（
中

止
等
）
が
出
て
い
ま
す
が
、
一
人
で
テ
レ
ビ
体
操
や
散

歩
等
を
行
っ
て
フ
レ
イ
ル
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

港
区
　
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
さ
ん

◉
今
年
は
大
好
き
な
盆
踊
り
に
、
浴
衣
を
着
て
バ
ス

に
乗
っ
て
行
っ
て
来
ま
し
た
。
一
人
で
行
き
ま
す
が
、

現
地
で
は
知
り
合
い
が
い
ま
す
。 

 

大
正
区
　
G
A
N
A
H
A
さ
ん

◉「
教
育
相
談
お
お
さ
か
」
は
、
子
供
に
関
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
参
考
に
な
り
、
期

待
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
子
供
達
も
、
平
和
で
笑
い
の

絶
え
な
い
日
々
で
あ
る
よ
う
に
と
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

港
区
　
和
田
　
恒
子
さ
ん

◉
ク
ー
ラ
ー
の
な
い
室
内
と
屋
外
の
仕
事
な
の
で
、
マ

ス
ク
で
息
苦
し
い
わ
暑
い
わ
で
、
耐
え
る
日
々
。
そ
ん

な
中
で
も
我
家
の
玄
関
に
咲
く
、
け
な
げ
な
ミ
ニ
バ
ラ

や
き
き
ょ
う
に
い
や
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
正
区
　
た
ぬ
き
さ
ん

◉
7
月
6
日
に
我
が
家
に
ひ
孫
が
誕
生
し
ま
し
た
。

元
気
な
女
の
子
で
、
家
の
中
が
パ
ー
っ
と
明
る
く
な
り

ま
し
た
。 

 

大
正
区
　
山
口
　
清
江
さ
ん

◉
原
民
喜
「
夏
の
花
」
を
朗
読
す
る
機
会
を
作
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。〝
世
界
記
憶
遺
産
〞
に
登
録
を
め
ざ

す
、
原
爆
文
学
の
原
点
で
す
。 

 

西
区
　
井
上
　
和
歌
さ
ん

◉
今
年
は
本
当
に
暑
い
夏
で
す
。
み
ら
い
が
来
る
と
1

番
に
ク
イ
ズ
を
す
る
の
で
す
が
、
今
月
は
な
か
な
か
手

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

港
区
　
長
谷
川
　
栄
子
さ
ん

◉
先
日
、
郵
便
局
に
行
っ
た
時
に
よ
く
話
す
局
員
さ
ん

に
「
最
近
み
ら
い
の
お
た
よ
り
に
載
っ
て
な
い
ね
」
と

声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
読
ん
で
る

ん
だ
な
と
驚
き
ま
し
た
。 

 

大
正
区
　
福
浦
　
初
美
さ
ん

◉
こ
の
八
月
で
百
歳
の
叔
母
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

満
鉄
に
勤
め
て
い
た
私
の
叔
父
と
結
婚
し
て
中
国
北

京
へ
行
き
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
を
連
れ
て
、命
か
ら
が
ら
満
州
か
ら
山
口
長
門
市
（
仙

崎
）
港
に
帰
っ
た
時
、
町
の
人
か
ら
差
し
入
れ
ら
れ
た

お
に
ぎ
り
の
味
は
忘
れ
な
い
と
苦
労
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
戦
後
七
十
七
年
の
夏
、
百
年
の
叔
母
の
歴
史
を

思
い
つ
つ
送
り
ま
し
た
。
合
掌
　
 

 

大
正
区
　
T
・
M
さ
ん

◉
秋
に
紅
葉
を
楽
し
む
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
少
し
落
ち
つ
い
て
く
れ
る
の
を
願
う
ば
か

り
で
す
。 

 

大
正
区
　
熊
谷
　
潤
子
さ
ん

◉
ま
ち
が
い
さ
が
し
は
い
つ
も
子
供
と
楽
し
く
解
い

て
い
て
、
今
回
初
め
て
の
応
募
で
す
。
い
つ
も
最
後
の

ひ
と
つ
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
頭
の
体
操

に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
素
敵
な
紙
面
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
!
 

 

港
区
　
岡
田
　
澄
子
さ
ん

◉
み
な
さ
ん
　
暑
い
で
す
が
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
!!
 

 

寝
屋
川
市
　
佐
藤
　
み
よ
子
さ
ん

※

お
た
よ
り
掲
載
は
図
書
カ
ー
ド
当
選
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。（
編
集

　部
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

※

メ
ー
ル
で
お
た
よ
り
を
送
っ
て
い
た
だ
く
場
合
、住
所
、氏
名
を

　入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

正解者の中から抽選で20名の方に図書カード（500円）を進呈!

10月末日

まちがいさがし
左の絵は右と7ヶ所の
まちがいがあります。

8月号の
こたえ

8月号の当選者

応募総数81名で
正解者76名でした。

応
募
先

〒556-0024  塩草2-2-31
大阪きづがわ生協 「みらい」係

郵便番号は正確に

【ハガキ 応募方法】
解答イラストを切り取り、ハガキに貼って
下記住所までお送りください。

【メール 応募方法】
解答画像を添付の上、下記アドレスま
でメールをお送りください。

図書カード当選者は発送をもって発表
に替えさせていただきます。
抽選は毎月第一月曜日に行っています。
見学されたい方は、ご一報の上、お越し
ください。

20名

mirai1@osaka-kizugawa.coop

どしどしご応募
お待ちしています

必着

＊ハガキ・メールとも氏名、住所、連絡先、今号の記事への感想やご意見、近況などをお書き添え
ください。また、ナンバープレイス・まちがいさがしのどちらを解答していただいても構いません。

お
た
よ
り
へ
の
感
想
・
お
返
事
な
ど
、交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

お
た
よ
り
へ
の
感
想
・
お
返
事
な
ど
、交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

あ
た
ま
の
体
操

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス

タ
テ
・
ヨ
コ
の
同
列
内
、太
枠
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
同
じ
数
字
が

重
な
ら
な
い
よ
う
、1
〜
9
の
数
字
を
う
め
ま
し
ょ
う
。二
重

枠
の
数
字
の
合
計
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

●看護師
●理学療法士
●作業療法士
●歯科衛生士

●介護スタッフ
●送迎スタッフ
●運動トレーナー
●リハビリ助手

http://www.osaka-kizugawa.coop
●求人詳細は当生協ホームページにて

各事業所又は本部（06-4394-8500）まで

●ケアマネジャー 
●介護福祉士
●訪問介護員（ヘルパー）
●事務員

職員募集

●2022年8月号のナンバープレイスの答えは【 2＋7＝9 】でした
8
月
号
で
募
集
し
た
テ
ー
マ

あ
な
た
の
お
す
す
め
の

紅
葉
ス
ポ
ッ
ト

【2022年を一文字で】

拡大版

つながる！ひろがる！もっと

今月の募集テーマは ※12月号掲載予定

 写真も投稿してください！（理由も教えてください）
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